
 

報道発表資料 

（府・経済同時） 
令 和 ６ 年 ８ 月 ２ ６ 日 

きょうと生物多様性センター運営協議会 

担 当 ： 事 務 局 

電話：０７５－３５４－５２７５ 

             京 都 市 環 境 政 策 局 

担 当 ： 環 境 保 全 創 造 課 

電話：０７５－２２２－３９５１ 

 

企業向けの生物多様性セミナーを開催します！ 
～企業における生物多様性保全の取組を後押し～ 

 きょうと生物多様性センターでは、京都の伝統・文化や暮らしを支えてきた「京都の自

然の恵み」を守り、次世代につないでいくため、様々な取組を展開しています。 

世界では、令和５年９月に生物多様性に関する情報開示の枠組み（ＴＮＦＤ※１）が公開

され、今後、金融機関等は投資する企業等に対して、事業活動の中に生物多様性への配慮

を求めていく流れにあります。こうした情勢を踏まえ、企業に求められる役割を知り、行

動変容していただけるよう、企業向けのセミナーを開催します（全４回）。 

第１回目のセミナーでは、生物多様性を取り巻く国内外の状況を知るための講演のほか、

生物多様性保全に先進的に取り組んでいる企業からの取組意義や課題などの御紹介に加え、

講演者らによるパネルディスカッションを行います。 

この度、第１回目のセミナーの参加者を募集しますので、是非お申し込みください。 

※１ 金融機関や投資家の適切な投資判断のために、企業等における自然環境や生物多様性に関するリ

スク・機会の開示を促すこと。 

※２ 本セミナーは京都商工会議所主催「京商 ECO サロン」との共同開催です。 

１ 日時 

令和６年９月１２日（木） 午前９時３０分～午後０時１５分 

 

２ 開催場所 

⑴ 会場 

キャンパスプラザ京都（京都市大学のまち交流センター）５階 第１講義室 

  （〒６００－８２１６ 京都市下京区西洞院通塩小路下る東塩小路町９３９） 

 ⑵ オンライン 

ＹｏｕＴｕｂｅによる限定配信 

  （詳細はオンライン参加申込者にのみお知らせします。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３ 内容 

⑴ 主催者挨拶 

湯本 貴和 きょうと生物多様性センター センター長（京都大学名誉教授） 

⑵ ＜第一部＞基調講演 

【テーマ】「なぜ企業が生物多様性なのか？ 〜企業がいま求められていること〜」 

【講演者】足立 直樹 氏（（株）レスポンスアビリティ代表取締役） 

東京大学理学部卒業、同大学院修了、博士（理学）。国

立環境研究所、マレーシア森林研究所(FRIM)で基礎研

究に従事した後、2002 年に独立。（株）レスポンスアビ

リティ 代表取締役、（一社）企業と生物多様性イニシ

アティブ(JBIB)理事・事務局長、（一社）日本エシカル

推進協議会（JEI）理事・副会長、サステナブル・ブランド ジャパン サ

ステナビリティ・プロデューサー等を務める。生物多様性の専門性を活か

した持続可能なサプライチェーンの構築をはじめ、サステナビリティ経営

の実践や、サステナビリティを軸に企業価値を高めるブランディングを支

援している。 

⑶ ＜第２部＞事例紹介及びパネルディスカッション 

【事例紹介】サントリーホールディングス（株）（サステナビリティ経営推進本部戦略・

人権・基盤グループ 部長 内田 雄作） 

 「サントリー天然水の森」における生物多様性豊かな

森づくりの活動に関して自然共生サイトの認定に取り組

むほか、事業活動に欠かせない水の保全やペットボトル

容器の「ボトル to ボトル」水平リサイクルに率先して取

り組んでいる。TNFD 試行開示など、生物多様性保全の取

組状況や課題などを共有いただく。 

（株）SCREEN ホールディングス（サステナビリティ戦略本部サステナビリ 

ティ推進室環境共生推進課 課長 福江久美子） 

 「京都モデルフォレスト運動」に参画し、京都府亀岡市

の「SCREEN の森」において森林整備に取り組むほか、 

きょうと生物多様性センター及び NPO 団体とともに、周

辺に生息する動植物の調査を開始している。 

また、滋賀県立琵琶湖博物館、成安造形大学と協働で

水と生物多様性をテーマに児童向けゲーム教材を開発。 

今後、TNFD 開示に向けた取組内容や課題などを共有いただく。 

山中 裕樹 氏（龍谷大学生物多様性科学研究センター長／（一社）環境Ｄ

ＮＡ学会専務理事） 

 環境ＤＮＡによるモニタリング手法についての専門

家。従来のモニタリング手法にはない迅速性や簡便性を

備えた手法として、企業の取組のハードルを下げるアイ

デアとして御紹介。 

 



 

  【パネルディスカッション】 

「企業活動に生物多様性をどのように組み込んでいけばよいのか―TNFD 時代での

新しいリスクとチャンス」 

 

４ 申込方法等 

⑴  受付期間 

   令和６年８月２７日（火）～９月６日（金） 

⑵  申込方法 

「きょうと生物多様性センター」ホームページの申込フォーム又は「京商 ECO サロン」

Peatix サイトから申し込んでください。 

ＵＲＬ：https://www.pref.kyoto.jp/biodic/index.html（きょうと生物多様性センター） 
     https://kyoeco240912.peatix.com（京商 ECO サロン） 
 

⑶  定員 

 会場１００名、オンライン１００名（いずれも申込者多数の場合は抽選） 

※ 参加の可否については、９月１０日（火）以降にメールで御連絡します。 

※ 会場参加者が定員に達しないときは当日受付を行う予定です。その場合は 

 「きょうと生物多様性センター」のホームページ等でお知らせします。 

⑷  参加費 

 無料（オンライン参加の方は、通信料に係る費用は御自身で御負担いただきます。） 

 

５ 主催 

  きょうと生物多様性センター運営協議会、京都商工会議所 

 

６ 共催 

  京都市、京都府 

 

７ 今後の開催予定 

⑴ 第２回・第３回：企業の取組を知る先進地視察 

ア 視察先及び開催日 

  ㈱島津製作所（島津の森）：令和６年１０月１１日（金） 

日新電機㈱（雨庭）：令和６年１１月８日（金） 

⑵ 第４回：生物多様性保全に係る具体的な取組を検討するワークショップ 

ア 開催時期 

  １月下旬～２月上旬 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.pref.kyoto.jp/biodic/index.html
https://kyoeco240912.peatix.com


 

  

 参考 きょうと生物多様性センター 

１ 設置目的 

京都の伝統・文化や暮らしを支えてきた「京都の自然の恵み」

を守り、次世代につないでいくため、生物多様性に関する情報を

正確かつ継続的に把握し、収集された知見を基に、生物多様性に

係る理解促進や担い手育成、地域や企業の保全活動の支援等を行

うとともに、保全に係る様々な主体の連携・協力関係を構築し、

効果的かつ持続可能な生物多様性保全の取組を展開します。 

２ 運営 

 きょうと生物多様性センター運営協議会 

３ 設置場所 

・本部オフィス：京都府立植物園会館（本部事務機能、コーディネート機能 等） 

・交流オフィス：左京区役所（ネットワーク形成、情報発信機能 等） 

※ 交流スペースを設け、月曜日、水曜日及び金曜日の午後１時～ 

午後５時に開所しています（祝日・休日・年末年始を除く。）。 

・情報オフィス：京都府立大学（生物多様性情報の集積・データベース化機能 等） 

４ きょうと生物多様性センターの問合せ先等 

ホームページ：https://www.pref.kyoto.jp/biodic/index.html 

メールアドレス：contact@kyotobdc.jp 電話：０７５－３５４－５２７５ 

 

 

京都市と京都府の協働で設置！ 

＜交流オフィスの様子＞ 

https://www.pref.kyoto.jp/biodic/index.html
mailto:contact@kyotobdc.jp

